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1. 事業の概要 

1-1 参加大学名（設置者名） 

順天堂大学大学院医学研究科 

学校法人順天堂（東京都文京区本郷 2 丁目 1 番 1 号） 
学長 木南英紀（事業推進代表者） 

島根大学大学院医学系研究科 

国立大学法人島根大学（島根県松江市西川津町 1060） 
学長 小林祥泰 

鳥取大学大学院医学系研究科 

国立大学法人鳥取大学（鳥取県鳥取市湖山町南 4 丁目 101） 
学長 豐島良太 

岩手医科大学大学院医学研究科 

学校法人岩手医科大学（岩手県盛岡市内丸 19-1） 
理事長 小川彰 

東京理科大学大学院薬学研究科 

学校法人東京理科大学（東京都新宿区神楽坂 1 丁目 3 番地） 
理事長 中根滋 

明治薬科大学大学院薬学研究科 

学校法人明治薬科大学（東京都清瀬市野塩 2 丁目 522 番地 1 号） 
理事長 久保陽徳 

立教大学大学院理学研究科 

学校法人立教学院（東京都豊島区西池袋 3 丁目 34 番 1 号） 
総長 吉岡知哉 
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1-2 プログラム名 

文部科学省 平成 24 年度 「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」 

1-3 事業名称 

ICT と人で繋ぐがん医療維新プラン 

1-4 本事業の概要 

順天堂大学はがん専門医療者の養成を行い、がん医療の底上げに貢献してきた。今後は、全国のがん患者に均

等に医療者養成の成果を還元し得る臨床の連携、基礎と臨床が協働する医薬看理工連携が課題である。従来、地

方と首都圏大学との人材交流は少なく、地方のがん医療人養成はマンパワーに問題があった。本プランでは、本

学及び連携医科系大学と非医科系大学を ICT と循環型人材交流で結び、地域から世界まで、さらに基礎から臨床

まで俯瞰するがん研究者・医療人の養成を目的とする。具体的には（1）順天堂大学に先導的がん医療開発研究セ

ンターを整備し、これを拠点とし、（2）東京理科大学・明治薬科大学・立教大学との共同橋渡し研究の体制整備

と実施、（3）島根大学、鳥取大学、岩手医科大学の構築するコンソーシアムと理薬工学系大学を ICT と人材交流

で繋ぎ、臨床・研究・教育に一気に風穴をあける平成のがん医療維新を引き起こしたいと考えている。 
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1. 本年度開講コース 

1-1 順天堂大学 
次世代先導的がん研究者養成コース 

大学名等 順天堂大学大学院医学研究科医学専攻（博士課程） 

コースの名称 次世代先導的がん研究者養成コース 

養成する専門分野 がん研究医 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 25 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 医学研究科医学専攻（博士課程）大学院生 

養成する人材像 地域から世界まで俯瞰する力を持ち、高度な研究能力を有する次世代がん研究者の養成をお

こなう。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

がん臨床の専門家と研究者のもとでの研修（演習・実験実習・研究指導等）に加え、連携大

学とのテレビ会議等を利用した講義や合同の研究カンファレンスに参加することにより、履

修者・国内留学生はトランスレーショナルな研究課題のディスカッション・発表会を行うこ

とができる。 
後述の先導的がん医療開発研究センターによる研究コンサルティング等の支援を利用するこ

とで、質の高いがんに関する研究の計画立案・計画書作成を行うことが期待できる。また、

大学間連携事業（ICT 特別講義、FD 研修会、臨床研究チーム研修等）にも積極的に参加す

ることにより、連携大学・協力施設等との共同研究に繋がるシーズを発見することが可能と

なり、質の高い学位論文の公表が見込まれる。さらには、教員同士の人材循環も積極的に促

す仕組みを構築することが可能となり、がん臨床研究の質の向上、がん医療の質の向上が期

待される。 

教育内容の特色等 ICT 環境を利用した講義・カンファレンス、大学間連携事業（FD 研修会等）により、連携

大学との情報交換がより効果的に行われる。また、順天堂大学に新たに整備する「先導的が

ん医療開発研究センター」による研究支援のもと、履修者はがんの研究プロトコール作成等

を効率よく行うことができる。具体的には、基礎データベース活用による研究計画書の精度

を上げる支援および、研究デザインに関する検討・統計的側面からの支援を受けることが可

能である。また、連携大学および協力施設との共同研究計画についても、当該センターが ICT
を積極的に活用し、連携のコーディネートを行うことで、共同研究計画の立案・作成がより

円滑になる。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 5 5 5 5 20

受入目標人数 0 5 5 5 5 20

受入実績 0 12 16  28

 
 
 



第 2 編 本年度開講コース 
 

7 

1-2 順天堂大学 
次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブ） 

大学名等 順天堂大学大学院医学研究科医学専攻 

コースの名称 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブ） 

養成する専門分野 がん治療 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 25 年 4 月／1 年間（20 講義） 

コースの履修対象者 医師、薬剤師、看護師、その他メディカルスタッフ 

養成する人材像 がん診療の最前線を学ぶとともに、基本的ながん臨床・基礎研究を理解できる次世代がん専

門医療人を養成する。また、地域がん医療の現状や医師不足・地域定着化への連携を理解で

きるメディカルスタッフを育成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

がん診療に関わる医療人の質の底上げが可能になる。がん研究や地域におけるがん医療の現

状を理解することにより、日本、特に東京都・千葉県・静岡県の離島過疎地区におけるがん

の地域医療の均てん化が是正される。 

教育内容の特色等 基礎研究の成果をがん患者の診療の現場に活かすために、臨床に視点においた大学院レベル

の基礎教育を実施する。ICT（TV 会議や e-learning）も活用し、地域がん医療の現状・国際

的ながん医療を学ぶ。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 20 20 20 20 80

受入目標人数 0 10 10 10 10 40

受入実績 0 43 7   50
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1-3 島根大学 
地域がん専門医育成コース 

大学名等 島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 

コースの名称 地域がん専門医育成コース 

養成する専門分野 がん化学療法 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 25 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 大学院医学系研究科医科学専攻博士課程 大学院生 

養成する人材像 地域のがん医療の均てん化を図るために、地域に多い高齢者がん医療に精通し、地域連携を

推進し、地域貢献のマインドを有する全人的ながん診療専門医を養成すると共に、リサーチ

マインドを有し、臨床試験を計画し、山陰地区からエビデンスを発信できる能力を育成する。

期待される成果や効果

（アウトカム） 

山陰におけるがん診療医師不在、不足の解消と地域への定着化を促進し、県民が安定したが

ん医療の提供を受けることを可能とする。 

教育内容の特色等 がん診療の基本、治療の適応と禁忌を知り、診療ネットワークの構築について学ぶと共にト

ランスレーショナルリサーチ、臨床試験についての演習を含む教育内容とする。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 3 3 3 3 12

受入目標人数 0 3 3 3 3 12

受入実績 0 1 1  2
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1-4 島根大学・鳥取大学 
山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ） 

大学名等 
島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 
（鳥取大学大学院医学系研究科医学専攻） 

コースの名称 
山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ） 
（鳥取大学との合同事業） 

養成する専門分野 地域がん認定医療 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 24 年 10 月／1 年 

コースの履修対象者 地域の医師、薬剤師、看護師、その他メディカルスタッフ 

養成する人材像 山陰地区の日常的がん治療水準向上を目指し、その共通基盤となる臨床腫瘍学の知識・基本

技術に習熟し、医療倫理に基づいたがん治療を実践する優れた医師及びメディカルスタッフ

を養成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

山陰地区におけるがん診療医師及びメディカルスタッフ（看護師、薬剤師、臨床検査技師（細

胞診検査、超音波検査）など）の地域偏在の解消と地域への定着化を促進し、最新がん医療

の学び直しを行うことで、県民が安定したがん医療の提供を受けることを可能とする。 

教育内容の特色等 地域がん診療ネットワークの強化と山陰地区全体のがん医療の均てん化を図る。臨床腫瘍学

の基礎知識、画像診断、がん化学療法、外科治療、集学的治療、緩和医療など幅広いトピッ

クスを公開講座形式で随時開講する。一部の講義は e ラーニングシステムを利用して受講す

ることも可能とする。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 15 15 15 15 15 75

受入目標人数 15 15 15 15 15 75

受入実績 16 26 15   57
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1-5 鳥取大学 
がん看護専門（認定）看護師養成コース 

大学名等 鳥取大学大学院医学系研究科看護学専攻 

コースの名称 がん看護専門（認定）看護師養成コース 

養成する専門分野 
① がん看護専門看護師 
② 認定看護師（がん化学療法看護） 
③ 認定看護師（乳がん看護） 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 

① 平成 27 年 4 月予定／2 年 
② 平成 26 年 9 月／７ヶ月 
③ 平成 26 年 9 月／７ヶ月 

コースの履修対象者 ① 臨床看護経験が 5 年以上およびがん看護経験が 3 年以上ある者で本学大学院医学系研究

科看護学専攻博士前期課程（がん看護専門看護師コース）に入学した者。 
② 臨床看護経験が 5 年以上および、がん化学療法の臨床経験が 3 年以上ある者で、本学の

定める入学試験に合格した者。 
③ 臨床看護経験が 5 年以上および、乳がん患者の多い病棟または外来で 3 年以上の看護経

験を有する者で、本学の定める入学試験に合格した者。 

養成する人材像 ① がん看護分野、特に化学療法と緩和ケアの分野において、実践、教育、相談、調整、研

究、倫理において卓越した知識・技能を持つ者。 
② がん化学療法看護に関して卓越した技能を有する者。本コース終了後、看護協会で定め

る認定看護師認定審査に受験・合格可能な者。 
③ がんの予防から終末期に至るまでの乳がん患者とその家族の QOL 向上に向けて、熟練し

た看護技術を用いて質の高い看護実践ができる者。また、本コース終了後、看護協会で

定める認定看護師認定審査に受験・合格可能な者。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

① がん看護専門看護師が絶対的に不足している山陰両県において、幅広くがん看護の質が

向上するとともに、がんに関わる認定看護師の育成が期待される。地域医療における外

来化学療法および緩和医療において、患者管理や看護実践に対する教育やコンサルテー

ションが可能となる。 
② がん化学療法認定看護師が絶対的に不足している山陰両県において、がん化学療法に対

する知識、技能を習得し、がん患者とのコミュニケーションがスムーズにできる看護師

が養成されることによって、外来がん化学療法の治療環境が良くなり、がん化学療法実

施による副作用等のリスクが少なくなる。 
③ がん看護に対する知識や技術に精通した認定看護師が多数育成されることで、地域のが

ん医療人養成とがん医療の均てん化を図るとともに、乳がん患者のより一層の QOL 向上

を推進することができる。 

教育内容の特色等 ① がん全般の知識・技術を習熟し、地域医療に活かせる化学療法看護および緩和ケア看護

を重点的に教育する。 
② がん化学療法の知識、技能およびコミュニケーション能力の向上により、患者の異変に

対する早期発見・早期対処が可能となる。また、自らの実践力を向上させる能力を育成

する。 
③ がんを有する患者の看護実践をとおして他の看護職者に対して、相談・支援・指導がで

きる能力を育成する。 

① がん看護専門 
看護師 養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 0 0 2 2 6

受入目標人数 0 0 0 2 2 6

受入実績 0 0 0  

② 認定看護師 
（がん化学療法看護） 
養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 10 10 0 0 0 20

受入目標人数 10 10 0 0 0 20

受入実績 0 9  9

③ 認定看護師 
（乳がん看護） 
養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 0 10 10 10 30

受入目標人数 0 0 10 10 10 30

受入実績 0 0 4  4
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1-6 岩手医科大学 
緩和ケア地域連携を支援する指導的医療人育成コース 

大学名等 岩手医科大学大学院医学研究科医科学専攻・内科系専攻 

コースの名称 緩和ケア地域連携を支援する指導的医療人育成コース 

養成する専門分野 緩和医療 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 25 年 4 月／修士課程：2 年 博士課程：4 年 

コースの履修対象者 
大学院医学研究科医科学専攻応用医科学群 修士課程 
大学院医学研究科内科系専攻臨床腫瘍学 博士課程 

養成する人材像 がん治療経過中の QOL 維持には、地域連携による緩和ケアの持続的な提供が不可欠である。

しかし近年の医師不足に加え、先の震災により、東北における緩和ケアの地域連携は各地で

壊滅的な打撃を受けた。本コースは、各地域の緩和ケア連携体制の再構築および均てん化を

目指し、訪問看護医療も含めた地域ごとの実情に沿った連携システムの整備、ならびに永続

的支援を提供するための、各専門職種からなるスキルミクス指向型の指導的医療人育成を目

標とする。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

 緩和ケアを含めた、がん治療全般に対する知識、技術を修得することにより、各種認定

資格（がん治療認定医、緩和薬物療法認定薬剤師等）の取得を学術的に支援する。 
 各地域において、緩和ケア医療連携が整備されることにより、居住地によらずがん患者

が安定して緩和ケアを受けることが可能となる。 

教育内容の特色等 本コースは、「北東北がん医療コンソーシアム」の現場で活動している各医療専門職を主な

対象として、緩和ケアについての高度な知識・技術を修得するとともに、実践的演習を通じ

て、チーム医療を構成する各職種の専門性を理解し、適切なコミュニケーション、情報の共

有方法、およびチームマネジメントの手法を学ぶ。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 3 3 3 3 12

受入目標人数 0 3 3 3 3 12

受入実績 0 1 2   3
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1-7 岩手医科大学 
先導的がん臨床研究に精通した医療人育成コース（インテンシブ） 

大学名等 岩手医科大学大学院医学研究科医科学専攻 

コースの名称 先導的がん臨床研究に精通した医療人育成コース（インテンシブ） 

養成する専門分野 
 トランスレーショナルリサーチ(TR)マネジメント 
 レギュラトリーサイエンス 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 25 年 8 月／1 年間（3 単位） 

コースの履修対象者 先導的がん医療システム開発コンソーシアム（がん医療イノベーション）の参画者を対象と

する。 
 医師/看護師/薬剤師をはじめとした医療者 
 医療系/理工系研究者 
 医薬品・医療機器開発企業担当者 

養成する人材像 地域で高品位ながん医療を効率的・経済的に運用するため、医療現場のニーズに応じた医薬

品・医療機器の開発を行うため、生命科学あるいは理工系の知識に造詣が深く、TR に精通

し、守られるべき患者の権利を尊重する敬虔な医療人の育成する。さらにレギュラトリーサ

イエンスに精通し、臨床試験を実施できる人材の育成を行う。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

 本インテンシブコースの参加者を中心に、3 年後を目標として大学院博士課程でのコー

ス設立を目指す。専門家の集うインテンシブコースを設立準備機構として位置づけ、大

学院コースに昇華させる。 
 人口移動の少ない岩手の地勢メリットを生かし、長期フォローの可能な、世界的にも類

を見ないがん研究拠点形成の第一歩と期待される。 
 壊滅的な被害を受けた岩手沿岸地域に、先導的ながん医療臨床試験のフロンティアフィ

ールドを整備するために必要な人材が育成され、地域住民の福祉にも直接的に貢献する。

教育内容の特色等  本コースは、異分野の専門職が集い討議するワークショップ形式のプログラムと、TR な

らびにレギュラトリーサイエンスに係る講義を併用し、地域で先導的がん医療を実践す

るために必要な知識を修得する全く新しい試みである。 
 教育課程では東京理科大学大学院との連携を行う。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 5 5 5 3 18

受入目標人数 0 5 5 5 3 18

受入実績 0 6 6  12
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1-8 東京理科大学 
がんシステム・創薬研究者養成コース 

大学名等 東京理科大学薬学研究科薬科学専攻修士課程 

コースの名称 がんシステム・創薬研究者養成コース 

養成する専門分野 創薬医科学 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 24 年 4 月／2 年 

コースの履修対象者 薬学研究科薬科学専攻修士課程 大学院生 

養成する人材像 がん研究は、がん遺伝子を基点としたオミックスデータやがん細胞の分子生物学的な研究手

法により、がんの複雑さが明らかにされてきてはいるが、まだ十分に御することができない

のが現状である。そのため、(1)がん細胞及び制がん剤作用機序を細胞内シグナル伝達系の

集積による「システム的統合」として理解し、さらに、(2)がん分子標的薬開発を標的タン

パク質の立体構造情報に基づいて理論的に創薬する「in silico 創薬」を理解して、２１世紀

のがんゲノム医療を支える研究者を養成することが重要課題となっている。本研究教育コー

スでは、このような点に焦点を絞り、国際的にも活躍できる優れた創薬研究者を養成する。

期待される成果や効果

（アウトカム） 

本研究教育コースにより、がん病態やがんシグナルパスウェイからがん分子標的の同定や、

制がん剤の作用・副作用機序等を「がん統合システム」として理解し、さらに、コンピュー

タシミュレーション技術を活用してがん分子標的タンパク質の立体構造を基に理論的な創薬

を追及する「in silico 創薬」の重要性を理解した新世代の創薬研究者が輩出されることにな

る。また、本コースで論理的がん戦略を推進する人材が養成されることによって、現在のが

ん研究が直面しているがん幹細胞や新規制がん剤開発等に関する様々な難問、限界を飛び越

え、我が国のがん研究の水準が飛躍的に向上するとともに、がん医療体制を強化するなどの

波及効果が期待される。 

教育内容の特色等 従来の教育コースにはなかった以下の学問領域・演習により成る「がんシステム・創薬学」

について、順天堂大学医学部及び製薬企業等と実質的な連携体制を構築して実施する。この

ような研究教育内容はこれまでになく、極めて独創性に富んでいる。 
(1) 「がんシステム統合学」 

がん細胞内の集積回路の解析とその数理モデル作成によって、個々のがん特異的な遺伝

障害による集積回路の構造的、機能的変化からがん発症の仕組みや特性を理解すること

によって、がんをゲノム・エピゲノムからメタボロームまでを一貫したシステムとして

捉える。さらに、制がん剤の作用機序も細胞内シグナル伝達系集積システムとして理解

する。 
(2) 「ゲノム創薬科学」 

がん遺伝子を基点とした制がん剤開発のためのがん標的タンパク質分子の立体構造情報

に基づく理論的創薬手法を理解する。特にがん遺伝子の変異に対応した最適制がん剤を

理論的に創成するためのコンピュータシミュレーション技術、副作用や薬剤耐性を克服

するための方策を立案する能力を涵養する。 
(3) 「臨床データ・サンプルを用いた研究技法演習」 

順天堂大学医学部と連携し、臨床データやサンプルを用いて上記「がんシステム」、「in silico
創薬手法」、「制がん剤の処方デザイン」などの妥当性・有効性を検証する。このように

臨床と直結した研究技法演習を行う。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 3 5 5 5 5 23

受入目標人数 3 5 5 5 5 23

受入実績 10 6 9   25
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1-9 明治薬科大学 
がん薬物療法のファーマシー・サイエンティスト養成教育コース 

大学名等 明治薬科大学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程 

コースの名称 がん薬物療法のファーマシー・サイエンティスト養成教育コース 

養成する専門分野 薬剤師 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 24 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 薬学研究科薬学専攻博士課程大学院生・科目等履修生 

養成する人材像 がん薬物治療の集学的治療に貢献できる国際的な薬学知識と研究能力をもつ優れたファーマ

シスト・サイエンティスト(pharmacist scientist)を養成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

 がん薬物療法における薬剤師の貢献に高度な学術的内容を付加できる 
 薬剤師の治療評価診断能力を養成できる 
 社会人大学院生を積極的に受け入れ、がん医療に関わる薬剤師の教育および研究指導者

を養成できる 
 欧米大学との教育連携により国際的レベルの臨床薬剤師育成教育ができる 
 社会人大学院学生に対して各種学会（医療薬学会、臨床薬理学会等）の認定専門薬剤師

取得を学術的に支援できる 

教育内容の特色等  臨床現場で活躍する薬剤師を社会人大学院生として積極的に受け入れ、教育・学術研究

能力を育成する 
 学内および順天堂大学の専門医によるフィジカルアセスメント教育プログラム創設 
 教育連携を実施している欧米 3 大学および順天堂大学医学部から教員を招聘し、日米欧

教育シンポジウムと短期集中がん薬物療法教育プログラムを実施する 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 2 3 3 3 3 14

受入目標人数 2 2 2 2 2 10

受入実績 5 3 7  15
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1-10 立教大学 
医学物理研究コース 

大学名等 立教大学理学研究科物理学専攻 

コースの名称 医学物理研究コース 

養成する専門分野 医学物理士 

コースの開始時期／ 

修業年限（期間） 
平成 24 年 4 月／3 年 

コースの履修対象者 理学研究科物理学専攻大学院生（後期課程） 

養成する人材像 放射線の本質を理解し、最先端の放射線計測技術の成果を臨床現場のニーズに合わせて活用

できる能力を有する医学物理研究者及び医学物理士 

期待される成果や効果

（アウトカム） 

 がん治療時のリアルタイムでの照射量測定技術の開発 
 高精度がん治療における品質保証の向上 
 臨床現場と放射線技術開発の密接な連携強化 
 福島原発事故からの復興に関わる保健物理への貢献 

教育内容の特色等  臨床現場に身を置き、現場ニーズにあった放射線制御およびモニター装置の開発等研究

開発能力を備えた博士の育成。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 2 2 2 3 3 12

受入目標人数 1 1 1 2 2 7

受入実績 1 2 0   3
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1-11 がんに特化した講座の設置 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 腫瘍内科学講座 

国民の 2 人に 1 人が罹患し、3 人に 1 人が死亡する悪性腫瘍の治療成績の向上は、我が国の医療における最大

の課題であり、がん医療に専門的に従事する優秀な次代の人材を育てることが国民からも強く求められています。

がんは遺伝子の構造異常により生じる病気であるため、一つの遺伝子異常が複数の臓器にまたがることも稀では

なく、次代のがん医療従事者は臓器横断的な俯瞰的な視点を持つ必要があります。腫瘍内科学研究室は、臓器別

に理解されている知識を有機的に結びつけ、がん細胞の分子生物学的特性というミクロのレベルから、実際の患

者の発癌、転移などの臨床的病態の理解および治療というマクロレベルまで、深い洞察力を持った若い医師の育

成のために、がんに特化した講座として新設されました。 
臨床腫瘍学（腫瘍内科学）に関する卒前教育（医学教育）・卒後教育（大学院生に対する研究、論文指導）のみ

ならず、臨床試験のプロトコール企画・実施の支援、がん治療センターの運営支援、さらには先導的医療開発セ

ンターを拠点とした連携大学間の研究支援をつなぐ一拠点として活動を行って参ります。 
 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 緩和医療学研究室 

緩和医療学研究室は、自然科学と人間科学を統合した緩和ケア学の確立と教育・実践、緩和医療医養成、緩和

ケアに関心を有する医療従事者の育成、緩和ケア領域における臨床研究を行うことを目的としています。 
 本研究室では、附属病院に設置された緩和ケアセンターの運営に携わっています。麻酔科ペインクリニック医

師、メンタルクリニック医師、看護師、臨床心理士、薬剤師、理学療法士、医療ソーシャルワーカーで構成され

る緩和ケアのチーム医療を通じ、病を抱えながら過ごす患者さん（主にがんの患者さん）とそのご家族に対し、

希望を大切に充実した豊かな人生を「生きること」を支援します。多職種間のコミュニケーションを重視したチー

ム医療を通じて、がん専門医療人の養成を行います。また、緩和ケア領域における臨床研究を通じてがん研究者

を養成し、患者・家族ケアの質の向上と地域・社会貢献に努めて参ります。 
 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 放射線治療学講座 

本講座は、放射線医学講座が放射線診断学講座と放射線治療学講座に発展的に分離、独立しました。設立の目

的は、放射線腫瘍医、医学物理士の有機的統合により高精度放射線治療の基礎および臨床研究を行い、かつ、が

ん治療教育の充実を図ること、また、連携大学との協力による相互の診療と各地域がん診療の充実を図ることで

す。 
放射線治療専門医（7 名）と医学物理士（助教 3 名）を中心に、大学院生に対する放射線生物学および医学物理

学の基礎研究指導を行っています。さらに、基礎研究を基盤に高精度放射線治療の開発研究を進めています。連

携大学とは臨床面および医学物理面で協力体制の構築を行っています。 
 このような研究・教育体制により「基礎研究に造詣の深い放射線腫瘍医、医学物理士、放射線治療専門技師」

の育成を図っています。 
 

島根大学大学院 医学系研究科 

島根大学医学部医学科 緩和ケア講座 

緩和ケア講座は、教育（卒前、卒後、大学院）、臨床、研究を担当しています。卒前教育としての医学生教育は、

ロールプレイを取り入れたチュートリアル教育と臨床実習で全人的な痛みを理解することに重点を置いています。

当大学病院には､緩和ケア病棟・緩和ケアチーム・緩和ケア外来で臨床実践が行える、全国でも有数の緩和ケア臨

床システムを構築しており、卒後教育として希望する初期研修医には緩和ケア病棟で教育を行い、その後は緩和

ケア専門医育成プログラムによる専門教育を予定しています。他の医療関係者に対しては、島根県と連携した研

修会による緩和ケア専門医療者（医師、医療スタッフ）の認定と育成を行うこと、大学院教育については緩和ケ

アを大学院で教育するために痛みの治療と地域連携ケアの研究を、ICT を利用して展開していく方針です。 
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岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 緩和医療学科 

本学科は、緩和ケアの卒前・卒後の教育の確立・実践、臨床研究者の育成、地域ごとの実情に沿った連携シス

テムの整備と各専門職種からなるスキルミクス指向型の指導的医療人の育成を目的としています。 
 

岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 放射線腫瘍学科 

本学科は、放射線腫瘍学の卒前・卒後の教育の確立・実践、地域ごとの実情に沿った連携システムの整備、放

射線治療に生物学的最適化戦略を開発・研究するがん放射線治療医の育成を目的としています。 
 

明治薬科大学 

がん先端治療学（アルファ粒子線・免疫治療学） 

がんに対する中性子捕捉療法は難治性がんの治療として注目されています。本講座では、中性子捕捉化合物と

して新規のホウ素およびガドリニウム化合物を本学の化学研究者と共同で開発・改良すること、捕捉化合物をが

ん組織に効率的に送達させる drug delivery system の開発すること、さらにはこれに免疫療法を加味した新規治療

法を開発することを目的としています。今後、本学の創薬研究者との共同研究で新規がん治療法が開発されるこ

とが期待されます。 
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1. 外部評価委員会 

1-1 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン外部評価委員会 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン外部評価委員会 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 11 月 22 日（土）14:00～17:00 
開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 4 階 405 教室 
 

(3) 評価委員 

1. 公益財団法人 がん研究会有明病院 院長 門田 守人 ＊評価委員長 
2. 国立がん研究センター中央病院 薬剤部長 林 憲一  
3. 一般社団法人グループ・ネクサス・ジャパン 理事長 天野 慎介 
 

(4) 事業概要説明発表担当者 

① 教育分野（発表担当：鳥取大学・明治薬科大学） 
 鳥取大学医学部附属病院 がんセンター 教授 辻谷 俊一 
 明治薬科大学 副学長／薬物治療学 教授 越前 宏俊  
② 地域分野（発表担当：島根大学・岩手医科大学） 
 島根大学 内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
 岩手医科大学 内科学講座（血液・腫瘍内科分野） 准教授 伊藤 薫樹 
③ 研究分野（発表担当：東京理科大学・立教大学） 
 東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 教授 早川 洋一 
 立教大学 理学研究科物理学専攻 特任准教授 洞口 拓磨 
④ ICT（発表担当：順天堂大学） 
 順天堂大学 大学院医学研究科臨床腫瘍学 教授 加藤 俊介 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料 

・プログラム 
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・出席者リスト 
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・当日写真 
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2. シンポジウム 

2-1 がんプロ市民公開シンポジウム 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ市民公開シンポジウム「切らずに治す放射線がん治療」 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 10 月 18 日（土）13:00～16:30 
開催場所：立教大学マキムホール 2 階 M202 
 

(3) 講演 

「放射線がん治療を支える物理学」 
 立教大学理学研究科物理学専攻 特任准教授 洞口 拓磨 

「放射線でがんを治療するということ」 
 岩手医科大学 放射線医学講座 教授 有賀 久哲 

「陽子線治療を含む高精度放射線治療医の進歩」 
 国立がん研究センター東病院臨床開発センター粒子線医学開発部長 秋元 哲夫 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：31 名 
 

(5) 主催 

立教大学 
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■資料 

・ポスター 
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2-2 がんプロ国際シンポジウム 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ国際シンポジウム「がんプロから考える日本発の国際貢献」 
～日本への留学生とのディスカッションを通して～ 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 11 月 21 日（金）14:00～17:30 
開催場所：岩手医科大学創立 60 周年記念館 9 階第二講義室（循環器医療センター） 
参加対象：大学院生、インテンシブコース受講生、医師、看護師、薬剤師、その他医療従事者 
 

(3) 講演 

1. エジプトの婦人科がん診療と日本の婦人科がん診療について 
  Hisham Ahmed El-Sayed Abou-Taleb 先生（エジプト出身：京都大学大学院生） 
2. インドネシアのがん診療・研究のあり方と日本での環境について 
  Budiman Kharma 先生（インドネシア出身：京都大学大学院生） 
3. 中国の婦人科がん診療と日本の婦人科がん診療について 
  李賓先生（中国出身：東北大学研究支援者） 
4. スコットランドの HPV ワクチン接種状況と日本の状況について 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：77 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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2-3 がんプロ地域シンポジウム 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ地域シンポジウム「在宅緩和ケアを広げるために」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 12 月 22 日（月）18:00～20:30 
開催場所：島根大学医学部みらい棟 4 階ギャラクシー 
参加対象：医師、看護師、薬剤師他メディカルスタッフ、大学院生、インテンシブコース生 
 

(3) 基調講演 

1. 「緩和ケア病棟と在宅医療連携」 
 ・病棟の立場から 島根大学医学部附属病院緩和ケアセンター 橋本 龍也 
 ・MSW の立場から 島根大学医学部附属病院地域医療連携センター 春日 みゆき 
2. 「PCA ポンプ管理による在宅ケアの実践」 
  島根県立中央病院総合診療科 今田 敏宏  
 ・PCA による在宅緩和ケアでの保険薬局の関わり 
  ファーマシィすこやか薬局 熊谷 岳文 
3. 「在宅医療での緩和ケアの実践」 
  ひだまりクリニック 福田 幹久 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：74 名 
 

(5) 主催 

島根大学、鳥取大学 
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■資料 

・ポスター 
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2-4 がんプロ研究シンポジウム 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ研究シンポジウム「がんの病態と薬物治療の接点」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時： 平成 27 年 2 月 21 日（土）13:00～15:45 
開催場所：明治薬科大学清瀬キャンパス 総合教育研究棟フロネシス 1 階 8111 講義室 
参加対象：大学院生・学部学生・教員および教育関連病院の社会人薬剤師、薬局薬剤師 
 

(3) 講演 

1. 「薬剤耐性における癌幹細胞と EMT の関与」 
  順天堂大学医学部呼吸器内科 准教授 高橋 史行 
2. 「小細胞肺癌におけるバゾプレシンの産生調節」 
  明治薬科大学大学院 薬効学教室 太田 貴洋 庄司 優 
3. 「癌化学療法における薬剤耐性とマイクロ RNA」 
  明治薬科大学、分析化学教室講師、鈴木 俊宏 
4. 「がんと ABC トランスポーター」 明治薬科大学 がんプロポスドク、井上 裕貴 池上 洋二 吉田 久博 
 

(5) 参加者の概要 

参加者数：72 名 
 

(6) 主催 

明治薬科大学 
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■資料 

・ポスター 
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3. ワークショップ 

3-1 連携 7 大学 FD 研修会 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ FD ワークショップ「がん医療維新を達成するための自己点検と実行プランの策定」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 9 月 20 日（土）～ 9 月 21 日（日） 
開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 4 階 405 教室 
参加対象：本プログラム及び講義に関わっている教員・事務関係者等 
 

(3) 講演 

1. 「維新のゴールを共有する」 HOPE☆プロジェクト 理事長 櫻井 なおみ 
2. 「先導的がん医療開発研究センターにおけるこれまでの取り組み、今後の目標」 
  先導的がん医療開発研究センター 助教 大津 洋 
3. 「派遣大学院生の紹介」 島根大学呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
 「順天堂大学における研修での体験談、現場からの要望等（実例を基に）」 
  島根大学呼吸器・臨床腫瘍学 助教 沖本 民生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：41 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料 

・開催案内 
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・タイムテーブル 
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・参加者 
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3-2 臨床研究研修会 

■概要 

(1) 名称 

第 3 回臨床研究研修会『チームの力で、既存の臨床試験プロトコールをより魅力的にデザインしてみよう！』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 27 年 2 月 28 日（土）～ 3 月 1 日（日） 
開催場所：順天堂大学センチュリータワー北 4 階 405 教室 
参加対象：がんプロ連携 7 大学のがん研究・がん医療の専門家を目指す有志 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：53 名 
 

(4) 主催 

順天堂大学 
 

(5) 参加大学 

順天堂大医・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学・東京理科大学・明治薬科大学・立教大学 
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■資料 

・実施要領 
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・参加者リスト 
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4. 各大学企画講座・連携企画講座 

4-1 順天堂大学 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブコース） 
【医師・研究者向け統計講義】 

■概要 

(1) 名称 

がんプロインテンシブコース【医師・研究者向け統計講義】 
 

(2) 第 1 回講義 

講義名称：臨床試験計画の立案時の留意点（SPIRIT の解説を含む） 
開催日時：平成 26 年 5 月 7 日（水）18:00～19:30 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 3 階 306 教室 
講  師：アラメディック株式会社 代表取締役社長 林 健一 先生 
 

(3) 第 2 回講義 

講義名称：臨床試験成績の報告時の留意点（CONSORT の解説を含む） 
開催日時：平成 26 年 5 月 14 日（水）18:00～19:30 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 3 階 306 教室 
講  師：神戸大学医学部附属病院臨床研究推進センター 特命准教授 吉村 健一 先生 
 

(4) 第 3 回講義 

講義名称：がん臨床研究における TOPICS <Stat> 
開催日時：平成 26 年 5 月 21 日（水）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 3 階 306 教室 
講  師：神戸大学 医学部附属病院 臨床研究推進センター 特命准教授 吉村 健一 先生 
 

(5) 第 4 回講義 

講義名称：がん臨床研究を行うための統計学の基礎 
開催日時：平成 26 年 5 月 28 日（金）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学本郷キャンパス センチュリータワー（11 号館）北 3 階 306 教室 
講  師：先導的がん医療開発研究センター 助教 大津 洋 先生 
 

(6) 第 5 回講義 

講義名称：がん臨床研究における最近の統計学の応用 
開催日時：平成 26 年 6 月 11 日（水）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 3 階 306 教室 
講  師：先導的がん医療開発研究センター 助教 大津 洋 先生 
 

(7) 第 6 回講義 

講義名称：ASCO 2014 から 
開催日時：平成 26 年 7 月 2 日（水）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 3 階 306 教室 
講  師：順天堂大学 臨床腫瘍学 教授 加藤 俊介 先生 
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4-2 順天堂大学 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブコース）

【医学物理・放射線関係講義】 

■概要 

(1) 名称 

がんプロインテンシブコース【医学物理・放射線関係講義】 
 

(2) 第 1 回講義 

講義名称：医用画像工学 
開催日時：平成 26 年 7 月 12 日（土）13：30～7 月 13 日（日）15:00 
開催場所：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 6 階 602 教室 
講  師：首都大学東京 名誉教授 篠原 広行 先生、つくば国際大学 助教 中世古 和真 先生 
 

(3) 第 2 回講義 

講義名称：畳み込み・相関の数学基礎と C 言語プログラミング 
開催日時：平成 26 年 10 月 25 日（土）9:00～16:45 
開催場所：順天堂大学本郷キャンパス センチュリータワー北 6 階 602 教室 
講  師：首都大学東京 名誉教授 篠原 広行 先生、つくば国際大学 助教 中世古 和真 先生 
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4-3 順天堂大学 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブコース）

【薬剤師向け講義】 

■概要 

(1) 名称 

がんプロインテンシブコース【薬剤師向け講義】 
 

(2) 講義名、日時、場所、講師 

講義名称：支持療法～重要な Minor topic（末梢神経毒性、心毒性、眼毒性など）〜 
開催日時：平成 26 年 10 月 10 日（金）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学本郷キャンパス センチュリータワー（11 号館）北 4 階 406 教室 
講  師：国立がん研究センター中央病院 薬剤部 齋藤 義正 
 
 
 
 
 

4-4 順天堂大学企画講座（セミナー） 

■概要 

(1) 名称 

The regulation and role of histonemethyltransferase EZH2 in cancer 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：2014 年 6 月 20 日（金）18:00～19:30 
開催場所：順天堂大学センチュリータワー北 3 階 307 教室 
 

(3) 演者 

演者：Hirohito Yamaguchi, Ph.D. 
 

(4) 主催 

順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 

■概要 

(1) 名称 

GTP エネルギー代謝と癌と疾患における役割 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：2014 年 12 月 9 日（火）18:00～19:30 
開催場所：順天堂大学センチュリータワー北 3 階 307 教室 
 

(3) 演者 

演者：Atsuo T.Sasaki, Ph.D. 
 

(4) 主催 

順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 
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■資料 

・ポスター（6 月 20 日） 
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■資料 

・ポスター（12 月 9 日） 
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4-5 順天堂大学シンポジウム 
「国際教養学のすすめ －グローバル時代を生き抜くがんプロフェッショナ

ルの育成を目指して－」 

■概要 

(1) 名称 

国際シンポジウム『国際教養学のすすめ －グローバル時代を生き抜くがんプロフェッショナルの育成を目指

して－』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 6 月 28 日（土）13:00～16:00 
開催場所：順天堂大学センチュリータワー南 8 階 
参加対象：一般 
 

(3) 演者 

演者：参議院議員、元少子化担当大臣、元軍縮会議日本政府代表部特命全権大使 猪口 邦子 
駐ハンガリー特命全権大使、前ユネスコ日本政府代表部特命全権大使 山本 忠通 
文部科学省 大臣官房 政策課評価室長 斉藤 卓也 
独立行政法人 理化学研究所 統合生命医科学センターチームリーダー 中川 英刀 
テキサス州立大学 MD アンダーソンがんセンター 山口 浩史 
文部科学省 科学技術・学術政策研究所 総括上席研究官 渡辺 その子 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：132 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料 

・ポスター 
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・ポスター 
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4-6 順天堂大学シンポジウム「消化器がん化学療法シンポジウム」 

■概要 

(1) 名称 

シンポジウム『消化器がん化学療法シンポジウム』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 8 月 5 日（火）13:00～15:00 
開催場所：順天堂大学 10 号館 1 階 105CF 
参加対象：医師、メディカルスタッフ等 
 

(3) 演者、座長 

座長 順天堂大学 消化器内科 教授 渡辺 純夫 
1. 「胃がんの化学療法 日本の現状と課題」 順天堂大学消化器内科准 教授 芹澤 信子 
2. 「膵がんに対する化学療法 update」 順天堂大学消化器内科先 任准教授 崔 仁煥 
3. 「胃がん治療のアプローチ」 福建省腫瘤医院腹部腫瘤内科 教授 楊 建偉 
4. 「ディスカッサント」 順天堂大学腫瘍内科学 教授 加藤 俊介 
 

(4) 主催 

順天堂大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-7 順天堂大学シンポジウム「A study of lung cancer covering local areas,the 
Tokyo metropolitan area, and Asia ~Update for lung cancer treatment~」 

■概要 

(1) 名称 

国際シンポジウム『A study of lung cancer covering local areas,the Tokyo metropolitan area, and Asia 
~Update for lung cancer treatment~』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 11 月 27 日（木）14:30～17:10 
開催場所：順天堂大学 10 号館 1 階 105CF 
参加対象：医師、メディカルスタッフ等 
 

(3) 演者、座長 

座長：順天堂大学 呼吸器内科学 教授 高橋 和久 
島根大学 内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
岩手医科大学 山内 広平 
鳥取大学 清水 栄治 

演者：岩手医科大学 呼吸器・アレルギー・膠原病内科 助教 森川 直人 
島根大学 内科学講座呼 呼吸器・臨床腫瘍学 助教 津端 由佳里  
鳥取大学 分子制御内科学 助教 牧野 晴彦 
順天堂大学 呼吸器内科学 大学院４年 FAriz Nurwdya 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：77 名（ICT 参加者含む） 
 

(5) 主催 

順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-8 順天堂大学 特別講演会 

■概要 

(1) 名称 

特別講演会 『臨床試験の質とは何か？』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 27 年 3 月 6 日（金）18:30～20:00 
開催場所：順天堂大学 センチュリータワー南棟 8 階 
参加対象：医師、メディカルスタッフ等 
 

(3) 演者 

演者：中央大学 教授／東京大学 名誉教授 大橋 靖雄 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：103 名（ICT 参加者含む） 
 

(5) 主催 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（順天堂大学） 
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■資料 

・ポスター 
 

 

 



第 3 編 平成 26 年度の取り組み 

57 

4-9 江津市民公開講座 

■概要 

(1) 名称 

第 2 回江津市民公開講座 ～江津のがん医療のこれからを考えよう～ 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：平成 27 年 2 月 1 日（日）13:30～16:00 
開催場所：江津総合市民センター 
 

(3) 内容 

第 1 部 講演会 13:30～16:00（江津総合市民センターホール） 
開会の辞：医療法人社団 森医院 理事長 森 眞爾 先生  
座長：済生会江津総合病院 院長 堀江 裕 先生 
1. 「食道がん」と「胃癌」 何が大切？－からないため、なおすため－（20 分） 
  済生会江津総合病院 副院長 竹林 正孝 
2. 「がんプロと日本のがん診療の話題」（15 分） 
  島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
3. 「元から絶たねば！ がんの危険因子」（20 分） 
  島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 助教 沖本 民生 
4. 「進化し続ける抗がん剤治療-がん薬物療法専門医が語る－」（20 分） 
  島根大学医学附属病院 呼吸器・化学療法内科  助教 津端 由佳里 

第 2 部 個別相談 15:00～16:00（江津総合市民センター2 階 大会議室） 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：123 名 
 

(5) 主催 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（島根大学） 
 

(6) 共催／後援 

済生会江津総合病院／江津市・江津市医師会 
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■資料 

・ポスター 
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4-10 トランスレーショナルリサーチセミナー 

■概要 

(1) 名称 

トランスレーショナルリサーチセミナー 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 27 年 2 月 3 日（火）17:30～20:30 
開催場所：島根大学医学部附属病院みらい棟 2 階 共通カンファレンス室 1 
 

(3) 内容 

①トランスレーショナルリサーチセミナー 
『COPD 治療における臨床的な課題』 
  島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 

『肺がんに関する最近の知見について』 
  島根大学医学部内科学講座 呼吸器・化学療法内科 助教 津端 由佳里 

②東京理科大学の研究についての発表 
『凍結乾燥技術を用いた新規粉末吸入システムの開発』 東京理科大学 教授 山下 親正 
『新規肺胞再生治療薬の開発』 東京理科大学 助教 堀口 道子 
『新規肺がん幹細胞モデルの作製、肺がん同所移植モデルの検討』東京理科大学 修士課程 2 年 軽部 皓充 

③ディスカッション 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：18 名 
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■資料 

・ポスター 
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4-11 島根大学がんプロ事業中間報告 

■概要 

(1) 名称 

島根大学がんプロ事業中間報告 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 27 年 3 月 6 日（火）18:00～21:00 
開催場所：島根大学医学部附属病院みらい棟 4 階ギャラクシー 
対象：島根大学キャンパス内大学院生・インテンシブコース生・職員他 
TV 会議配信：島根県済生会江津総合病院、町立奥出雲病院 
 

(3) 内容 

第 1 部：事業報告 島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
第 2 部：シンポジウム ～島根大学のミッションは遂行できたか 
司会：島根大学医学部 内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
① がん医療教育の充実 
 「緩和ケア講座の現状と将来展望」 島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
② 地域貢献 
 「がんプロと地域貢献」 町立出雲病院 副院長 鈴木 賢二 
 「がんプロとチーム医療」 島根県済生会江津総合病院 副看護師長 大濱 理砂 
第 3 部：パネルディスカッション～島根、山陰地区におけるがんプロの今後～ 

（化学療法、放射線、緩和ケア、婦人科がん、高齢者のがん）治療における地域連携について 
司会：島根大学医学部 緩和ケア講座 教授 中谷 俊彦 

島根大学医学部 内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
パネリスト： 

  出雲市立総合医療センター 病院事業管理者 雫 稔弘 
  島根大学医学部附属病院 地域医療連携センター長・耳鼻咽喉科 教授 川内 秀之 
  島根大学医学部 放射線医学講座 放射線腫瘍学 教授 猪俣 泰典 
  島根大学医学部 産科婦人科 教授 京 哲 
  島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 助教 津端 由佳里 

閉会の辞：島根大学医学部 放射線医学講座 放射線腫瘍学 教授 猪俣 泰典 
 
(4) 参加者の概要 

参加者数：34 名 
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■資料 

・ポスター 
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4-12 島根大学 がんプロチーム医療 TV カンファレス-Multi‐disciplinary team 
conference- 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ医療 TV カンファレンス 
 

(2) 第 1 回 

開催日時：平成 26 年 6 月 25 日（水）19:00～20:00 
参加大学：島根大学、済生会江津総合病院、出雲市立総合医療センター、町立奥出雲病院  
 

(3) 第 2 回 

開催日時：平成 26 年 9 月 17 日（水）19:00～20:00 
参加大学：島根大学、済生会江津総合病院、出雲市立総合医療センター、町立奥出雲病院 
 

(3) 第 3 回 

開催日時：平成 26 年 11 月 19 日（水）19:00～20:00 
参加大学：島根大学、済生会江津総合病院、出雲市立総合医療センター、町立奥出雲病院 
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4-13 島根大学 山陰がん認定医療スタッフ育成インテンシブコース 夏季セミナー 

■概要 

(1) 名称 

山陰がん認定医療スタッフ育成インテンシブコース 夏季セミナー 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 8 月 31 日（日）8:30～16:15（8:15～受付） 
開催場所：島根大学医学部附属病院みらい棟４階ギャラクシー 

鳥取大学医学部がんセンターキャンサーボード 
 

(3) 参加者の概要 

参加施設：島根大学、鳥取大学、鳥取市立病院、鳥取県立中央病院、鳥取県立厚生病院、済生会江津総合病院、

町立奥出雲病院 
参加者数：40 名 
 

(4) 主催 

島根大学、鳥取大学 
 
※ 浜田医療センター、出雲市立総合医療センターからの出席者が少なく TV 会議システムの操作が不慣れなため 

受講者は済生会江津総合病院会場、島根大学会場から受講していただきました 
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■資料 

・ポスター 
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4-14 鳥取大学 山陰がん認定医療スタッフ育成インテンシブコースセミナー 

■概要 

(1) 名称 

 山陰がん認定医療スタッフ育成インテンシブコースセミナー 
 
(2) 日時、場所  

開催日時：平成 26 年 9 月 8 日（月）14:30～15:30 
開催場所：鳥取大学医学部アレスコ棟 6 階 261 講義室 

 
(3) 内容 

『乳がん看護にたずさわる看護職集団への教育・指導の極意』 
   千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター 認定看護師教育課程（乳がん看護）            

特任准教授 阿部 恭子 
 
(4) 参加者の概要 

参加者数：25 名 
 
(5) 主催 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（鳥取大学） 
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■資料 

・ポスター 
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4-15 岩手医科大学 対話 café 

■概要 

(1) 名称 

岩手医科大学 対話 cafe 
 

(2) 第 1 回 

開催日時：平成 26 年 7 月 30 日（水）14:00～15:30 
 

(3) 第 2 回 

開催日時：平成 26 年 8 月 27 日（水）14:00～15:30 
 

(4) 第 3 回 

開催日時：平成 26 年 9 月 24 日（水）14:00～15:30 
 

(5) 第 4 回 

開催日時：平成 26 年 10 月 22 日（水）14:00～15:30 
 

(6) 第 5 回 

開催日時：平成 26 年 11 月 26 日（水）14:00～15:30 
 

(7) 第 6 回 

開催日時：平成 26 年 12 月 24 日（水）14:00～15:30 
 

(8) 第 7 回 

開催日時：平成 27 年 1 月 28 日（水）14:00～15:30 
 

(9) 第 8 回 

開催日時：平成 27 年 2 月 25 日（水）14:00～15:30 
 

(10) 第 9 回 

開催日時：平成 27 年 3 月 25 日（水）14:00～15:30 
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4-16 岩手医科大学 キッズキャンサーセミナ－ 

■概要 

(1) 名称 

岩手医科大学「キッズキャンサーセミナー」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 8 月 4 日（月）10:00～16:00 
開催場所：岩手医科大学創立 60 周年記念館 9 階第 2 講義室 

矢巾キャンパス災害時地域医療支援教育センター  
参加対象：①岩手県内の小学 5、6 年生 30 名と同伴の父兄 

②大学院生、インテンシブコース受講生、医師、看護師、他 
 

(3) 内容 

1. オリエンテーション 
2. 基礎講義「がんについて」 
3. 病院見学（手術室、調剤室、放射線治療、臨床病理教室） 
 ※小学生の病院見学中に行う、父兄（母親）プログラム 

乳がんレクチャー：乳がんとは、検診、治療法 
子宮がんレクチャー：子宮がんとは、予防、検診、治療法 

4. 体験セミナー（矢巾キャンパス） 
a）「麻酔をかけてみよう！全身麻酔体験」 
b）「君もブラックジャックだ！外科手術コーナー」 
c）「自分の体の中を見てみよう！超音波検査・内視鏡検査体験コーナー」 
d）「抗がん剤の調剤にチャレンジだ！調剤体験コーナー」 

5. 修了式 『キッズキャンサーサポーター』認定書交付 
 
※「4. 体験セミナー」「5. 修了式」は、がんプロフェッショナル養成基盤推進事業ではなく、岩手医科大学の事業として実

施致しました。 
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■資料 

・報告書 
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・「キッズキャンサーセミナー」の様子 
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4-17 岩手医科大学 『平成 26 年度北東北がん医療コンソーシアム総会・講演会』 

■概要 

(1 ) 名称 

岩手医科大学「北東北がん医療コンソーシアム総会・講演会」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 8 月 4 日（月）12:00～ 
開催場所：盛岡地域交流センター・マリオス 18 階会議室 
参加対象：北東北がん医療コンソーシアム関係機関、大学院生 

インテンシブコース受講生、医師、看護師等 
 

(3) 内容 

1. 北東北がん医療コンソーシアム総会 
2. 講演・パネルディスカッション 
 1）講演：「地域の第 2 次がん対策推進計画の進め方 －多様な連携強化による総合力の向上－ 

講師：国立保健医療科学院統括研究官 今井 博久 
 2）パネルディスカッション 

パネリスト：（岩手県）「第 2 次岩手県がん対策推進計画の進捗状況について」 
岩手県保健福祉部 医療政策室・医師支援推進室室長 野原 勝 

（秋田県）「秋田県がん対策推進計画について」 
秋田県がん対策室長 須田 広悦  

（青森県）「第 2 期青森県がん対策推進計画について」 
青森県がん・生活習慣病対策課課長 工藤 俊幸 

司会：岩手医科大学 内科学講座（血液・腫瘍内科分野） 准教授 伊藤 薫樹 
コメンテーター：国立保健医療科学院統括研究者 今井 博久 

岩手医科大学 緩和医療学科 教授 木村 祐輔 
秋田大学大学院医学系研究科臨床腫瘍学講座 教授 柴田 浩行 
弘前大学放射線科学講座 教授 髙井 良尋 
岩手県立大学看護学部 教授 菊池 和子 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：45 名 
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■資料 

・ポスター 
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4-18 東京理科大学 
「アカデミック・ディテーリング・データベース部門シンポジウム」 

■概要 

(1) 名称 

東京理科大学「アカデミック・ディテーリング・データベース部門シンポジウム」 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 9 月 6 日（土）14:00～17:10 
開催場所：東京理科大学薬学部 16 号館 1611 教室 
 

(3) 講演 

1.「乳がん分野における薬剤師への期待」 順天堂大学乳腺内分泌外科 教授 齊藤 光江 
2.「国立がん研究センター東病院におけるアカデミック・ディテーリング 
 ～医師と薬剤師とのチーム医療の経験から～」がん研究センター東病院肝胆膵内科長 池田 公史 
3.「アカデミック・ディテーリングとは」 昭和薬科大学教授 医療薬学教育研究センター長 山本 美智子 
4.「薬剤師の専門性を発揮するシステム開発 ～アロクロス G・DAT とは～」  
  株式会社ユニケソフトウェアリサーチ顧問 アロクロス開発担当（薬学博士） 寺下 真人 
5.「オーストラリアおけるアカデミック・ディテーリング活動」 
  総合研究機構アカデミック・ディテーリング・データベース部門講師 佐藤 嗣道 
6.「アカデミック・ディテーリング・データベース部門の展開」 
  総合研究機構アカデミック・ディテーリング・データベース部門教授 小茂田 昌代 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：110 名 
 

(5) 主催 

東京理科大学薬学部 
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4-19 東京理科大学「第 30 回薬学講座」 

■概要 

(1) 名称 

東京理科大学「第 30 回薬学講座」 
 

(2) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 10 月 18 日（土）10:30～17:00 
開催場所：東京理科大学 神楽坂キャンパス 1 号館 17 階記念講堂 
 

(3) 講演 

1.「漢方エキス製剤の副作用解析」 筑波大学 医学医療系臨床薬剤学教授・附属病院薬剤部長 本間 真人 
2.「知って得する飲みやすい薬の豆知識」 静岡県立大学 薬学部臨床薬学大講座実践薬学分野・薬食生命科学 
  総合学府薬学研究院実践薬学教室 教授 並木 徳之 
3.「ドーパ伝達物質仮説」 横浜市立大学 理事・副学長 
  大学院医学研究科分子薬理神経生物学教室 教授 五嶋 良郎 
4.「血中薬物濃度測定法の基礎と抗がん薬のTDM」 東北大学病院 薬剤部 教授・薬剤部長 眞野 成康 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：75 名 
 

(5) 主催 

東京理科大学薬学部 
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■資料 
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4-20 明治薬科大学 ICT 特別講演会 

■概要 

(1) 名称 

第 1 回「中性子捕捉療法の原理とがん医療への展開」 
第 2 回「中性子捕捉療法に向けたドラッグデリバリーシステムの応用」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：第 1 回 平成 26 年 9 月 17 日（水）18:30～19:30 
第 2 回 平成 27 年 1 月 21 日（水）18:30～19:30 

開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス フロネシス棟 8211 教室 
参加対象：がんプロフェッショナル養成基盤推進事業参加大学学生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

明治薬科大学 がん先端治療学：アルファ粒子線・免疫治療学教室 教授 柳衛 宏宣  
 

(4) 参加者の概要 

参加者数： 第 1 回目 30 名 
    第 2 回目 25 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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■資料 
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4-21 明治薬科大学 がんプロ公開講座 

■概要 

(1) 名称 

 「がんの薬物療法と薬剤師」 
 
(2) 日時、場所、対象 

 開催日時：平成 26 年 10 月 18 日（土） 
 開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス  
 参加対象：病院・薬局・学校、一般の方 
 
(3) 演者 

 独立行政法人国立がん研究センター東病院 薬剤部長 齊藤 真一郎 
 
(4) 参加者の概要 

 参加者数：87 名 
 
(5) 主催 

 明治薬科大学 
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4-22 明治薬科大学 がんプロ講演会 

■概要 

(1) 名称 

第一部：『アメリカにおける薬剤師教育～臨床現場でどう学ぶか 
～Pharm.D.プログラムからレジデンシー制度まで～』 

第二部：『前立腺がん治療最前線～がん専門薬剤師による経口腫瘍薬の管理～』 
 
(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 26 年 10 年 21 日（火） 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス  
参加対象：学部学生、大学院生、教員、学外薬剤師ほか医療関係者 

 
(3) 演者 
大友千絵子 Pharm.D.,BCOP 

 
(4) 参加者の概要 
参加者数：14 名 

 
(5) 主催 
明治薬科大学 
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・ポスター 
 

 



第 3 編 平成 26 年度の取り組み 
 

84 

4-23 明治薬科大学 がんプロ講演会 

■概要 

(1) 名称 

第 1 回「Pharmacotherapy of Breast Cancer」 
第 2 回「Supportive Care for Patients Undergoing Cancer Chemotherapy」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：第 1 回 平成 27 年 1 年 7 日（水）13:10～14:30 
第 2 回 平成 27 年 1 月 10 日（土）14:00～16:00 

開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス  
参加対象：がんプロフェッショナル養成基盤推進事業参加大学学生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

Dr. Scott Wirth, Pharm.D., BCOP 
Clinical Assistant Professor, Dept. Pharmacy Practice 
Clinical Pharmacist, Oncology 
University of Illinois at Chicago College of Pharmacy 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数： 第 1 回目 310 名 
    第 2 回目  52 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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4-24 立教大学 医学物理セミナー 

■概要 

(1) 名称 

2014 年度立教大学医学物理セミナー 
 

(2) 第 1 回 

講演題目：米国臨床医学物理レジデント研修と重粒子千治療  
開催日時：平成 26 年 5 月 9 日（金）16:40～18:10 
開催場所：立教大学 4 号館 4408 号室 
講  師：群馬大学医学研究科・重粒子線医学研究センター 齋藤 明登 
参加者数：10 名 
 

(3) 第 2 回 

講演名称：医療新規技術の商業化・起業家について 
開催日時：平成 26 年 7 月 11 日（金）18:30～21:00 
開催場所：立教大学 4 号館 4408 号館 
講  師：株式会社 360ip 中野 護 
参加者数：10 名 
 

(4) 第 3 回 

講演名称：順天堂大学における医学物理士養成について 
開催日時：平成 26 年 12 月 8 日（月）18:20～20:00 
開催場所：立教大学 4 号館 4407 号室 
講  師：順天堂大学医学部放射線医学洋室放射線治療学講座 助教 黒河 千恵 
参加者数：6 名 
 

(5) 第 4 回 

講演名称：がん疼痛治療と医療用麻薬の適正使用 
開催日時：平成 27 年 1 月 15 日（木）18:20～20:00 
開催場所：立教大学 4 号館 4407 号室 
講  師：東京理科大学薬学部薬学科 吉澤 一巳 
参加者数：5 名 
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■資料 

・ポスター（4 回分） 
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5. 連携大学 ICT 特別講義 

5-1 連携大学 ICT 特別講義『新薬、機器開発（PMDA）』 

■概要 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 6 月 17 日（火）18:30～20:00 
講義会場：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス 10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 主担当大学・主担当教員 

順天堂大学 臨床薬理学 教授 佐瀬 一洋 
東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 教授 樋上 賀一 
 

(3) ゲストスピーカー 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構（PMDA） 理事 重藤 和弘 
 
 
 
 
 

5-2 連携大学 ICT 特別講義 
『患者の就労 ―支える我々が出来ること 現実と理想』 

■概要 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 7 月 25 日（火）18:30～20:00 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス医学部 2 号館 5 階 2 番講義室 
 

(2) 主担当大学・主担当教員 

岩手医科大学 内科学講座（血液・腫瘍内科分野） 准教授 伊藤 薫樹 
岩手医科大学 外科学講座 講師 柏葉 匡寛 
 

(3) ゲストスピーカー 

国立がん研究センター がんサバイバーシップ支援研究部 高橋 都 
岩手県保健福祉部 橋場 友司 
NPO 法人いわてパノラマ福祉館 生活相談員・職業指導員 大坪 幸広 
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5-3 連携大学 ICT 特別講義 
『がん医療コーディネーター（CRC/共同研究コーディネーター）』 

■概要 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 10 月 9 日（木）18:30～20:00 
講義会場：順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 16 階  
 

(2) 主担当大学・主担当教員 

東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 教授 深井 文雄 
東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 教授 樋上 賀一 
 

(3) ゲストスピーカー 

東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 嘱託教授（非常勤） 増保 安彦 
 
 
 
 

 

5-4 連携大学 ICT 特別講義 
『チーム医療の日米比較 ～トーマスジェファーソン海外研修』 

■概要 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 26 年 1 月 19 日（月）18:30～20:00 
講義会場：島根大学医学部みらい棟 4 階ギャラクシー 
 

(2) 主担当大学・主担当教員 

島根大学 医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
 

(3) ゲストスピーカー 

町立奥出雲病院 副院長 鈴木 賢二 
島根大学医学部附属病院 感覚運動医学講座 小山 哲史 
島根大学医学部附属病院 看護部外来 副看護師長 上田 恵巳 
島根大学医学部 歯科口腔外科学講座 管野 貴浩 
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6. 共同カンファレンス等 

6-1 がんプロ乳腺臨床・研究 TV カンファレンス 

■概要 

(1) 名称 

乳腺臨床・研究 TV カンファレンス 
 

(2) 第 1 回 

開催日時：平成 26 年 4 月 30 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(3) 第 2 回 

開催日時：平成 26 年 5 月 28 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・岩手医科大学 
 

(4) 第 3 回 

開催日時：平成 26 年 6 月 18 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(5) 第 4 回 

開催日時：平成 26 年 7 月 30 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(6) 第 5 回 

開催日時：平成 26 年 9 月 24 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学 
 

(7) 第 6 回 

開催日時：平成 26 年 10 月 29 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(8) 第 7 回 

開催日時：平成 26 年 11 月 26 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(9) 第 8 回 

開催日時：平成 27 年 1 月 28 日（水）18:30～19:30 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(10) 第 9 回 

開催日時：平成 27 年 2 月 25 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
 

(11) 第 10 回 

開催日時：平成 27 年 3 月 25 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学・鳥取大学・岩手医科大学 
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6-2 がんプロ放射線 TV カンファレンス 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ放射線 TV カンファレンス 
 

(2) 第 1 回 

開催日時：平成 26 年 4 月 4 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学・島根大学 
 

(3) 第 2 回 

開催日時：平成 26 年 7 月 4 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学・岩手医科大学・鳥取大学・島根大学 
 
 
 
 

6-3 がんプロ共同研究 婦人科がん会議 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ共同研究 婦人科がん会議 
 

(2) 日時、参加大学 

開催日時：平成 26 年 11 月 14 日（金）19:00～21:00 
参加大学：順天堂大学、鳥取大学、岩手医科大学 
 
 
 
 

6-4 順天堂大学・島根大学人材交流事業 

■概要 

(1) 名称 

順天堂大学・島根大学人材交流事業 
 
島根大学 呼吸器・臨床腫瘍学 助教 沖本 民生 
平成 26 年 8 月 1 日～9 月 30 日の 2 か月間、順天堂大学医学部附属 順天堂医院呼吸器科・乳腺科・血液内科に

て研修を実施。 
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6-5 Texas Medical center 研修 

■概要 

(1) 名称 

Texas Medical center 研修 MD Anderson Cancer Center & Baylor Collage of Medicine 
 

(2) 日時 

開催日時：平成 27 年 2 月 11 日（水）～19 日（木） 
 

(3) 内容 

順天堂大学にてリサーチセミナーをしていただいた、MD Anderson Cancer Center の山口浩史先生および

Baylor collage of medicine の山本慎也先生の協力のもと、がんプロ所属の大学院生およびインテンシブ・

コース生向けにアメリカの最大級のメディカルセンター、Texas Medical center での研修実施。 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：7 名 
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7. ニュースレター 

7-1 ニュースレター第 9 号 
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7-2 ニュースレター第 10 号 
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7-3 ニュースレター第 11 号 
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7-4 ニュースレター第 12 号 
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1. 運営連絡会 

1-1 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（26－1） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 26 年 5 月 20 日（火）14:15～ 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 4 階 405 教室 

 
(2) 議題 

1. 平成 25 年度実績報告書の提出について 
2. 全国がんプロ協議会総会について 
3. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）役職者（センター長、副センター長、センター長補佐）の就任 
 2）コンサルティングの受付状況 
 3）Oncomine の導入について 
 4）今年度の活動予定について 
4. 平成 26 年度連携 FD 研修会の実施方針案について 
5. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
6. その他 

 

 

1-2 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（26－2） 

(1) 日時 

開催日時：平成 26 年 7 月 8 日（火）14:15～ 

 
(2) 議題 

1. 東日本がんプロ合同シンポジウムについて 
2. H26 年度補助金交付申請書について 
3. 養成実績調査について 
4. 平成 26 年度連携 FD 研修会の実施方針案について 
5. 外部評価委員会について 
6. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）コンサルティングの受付状況 
 2）今後の予定について 
7. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
8. その他 
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1-3 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（26－3） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 26 年 9 月 20 日（火）18:20～ 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 3 階 306 教室 

 
(2) 議題 

1. がんプロ教育ワーキンググループについて 
2. 東日本がんプロ合同シンポジウムについて 
3. 人材交流（島根大学－順天堂大学）について 
4. 外部評価委員会について 
5. 肺がんシンポジウムの開催について 
6. 島根大学共同研究について 
7. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）コンサルティングの受付状況 
 2）今後の予定について 
8. 先導的がん医療開発研究センター管理運営規定案について 
9. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
10. その他 

 

 

1-4 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（26－4） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 26 年 11 月 22 日（土）17:00～ 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 3 階 306 教室 

 
(2) 議題 

1. FD 研修会報告 
2. 外部評価委員会について 
3. 肺がんシンポジウムの開催について 
4. 第 3 回臨床研究研修会（合宿）について 
5. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）コンサルティングの受付状況 
 2）今後の予定について 
6. 島根大学共同研究について 
7. 平成 27 年度予算について 
8. 平成 26 年度全国がんプロ合同 FD フォーラム開催について 
9. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
10. その他 
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1-5 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（26－5） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 27 年 1 月 29 日（金）（全国がんプロ FD フォーラム終了後）17:15～ 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 4 階 405 教室 

 
(2) 議題 

1. 平成 26 年度 合同フォーラム（がん薬物療法）について 
2. 全国がんプロ協議会 第 1 回がん教育部会について（別添資料あり） 
3. 外部評価委員会 評価結果について 
4. 中間評価進捗状況報告書について 
5. 平成 25 年度大学改革推進等補助金 実績報告書について 
6. 平成 27 年度年次計画について 
7. 平成 27 年度予算について 
8. 第 3 回臨床研究研修会（合宿）について 
9. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）コンサルティングの受付状況 
 2）今後の予定について 
10. 島根大学共同研究について 
11. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
12. その他 

 

 

1-6 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（26－6） 

(1)日時 

 開催日時：平成 27 年 3 月 10 日（火）14:15～ 
 
(2)議題 

1. 間評価報告 ヒアリング未実施の連絡 
2. 緩和医療部会 ワークショップについて 
3. 第 3 回臨床研究研修会（合宿）について 
4. 平成 25 年度大学改革推進等補助金 実績報告書への質問について 
5. 平成 26 年度実績報告書作成について 
6. 平成 27 年度年次計画について 
7. 平成 27 年度補助金調書について  
8. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について（別添資料あり） 
   1）コンサルティングの受付状況 
   2）今後の予定について                                            
9. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
10.その他 
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